
地 域 包 括 ケ ア の ゆ り か ご 
－いつまでも安心して暮らせる街づくりに向かって－ 

在宅医療連携拠点事業Cosmic Link 責任者 

医療法人・社会福祉法人真誠会 理事長 小田 貢 

チームしんせい 



鳥 取 県 の 概 要 

鳥取県 

588,715 

154,323 

26.21 

平成24年3月31日現在（出典）ホームページ（総務省トップ > 広報・報道 > 報道資料一覧 > 住民基本台帳に基づく人
口、 

人口動態及び世帯数(平成24年3月31日現在）参考資料 平成24年住民基本台帳年齢別人口（都道府県別））から集
計 

鳥取県 人口 588,715人 

  高齢化率 26.2％  

     （平成24年3月31日現在） 



鳥 取 県 西 部 地 区 の 概 要 

米 子 市 

米子は日本でも有数の病院の町 

 15万人 160施設 3大病院 

境港市 

南部町 

日南町 

日吉津村 

大山町 

伯耆町 

江府町 

日野町 



地域包括ケアチーム チームしんせい 

真誠会の２０年の歴史は 

多職種チームの歴史 

 

平成２３年４月 

真誠会地域包括ケアチーム 誕生 



◆医療法人、社会福祉法人の間でチームとして 

 情報共有、共同で介護・地域へ出る・地域連携 

 を行い、新しい高齢者社会づくりを行ってきた 

 実績がある。 

◆緊急事態には24時間、365日対応し、短期入所 

 等へも即時対応が可能 

◆携帯電話、パソコン、I-Pad等ITを駆使したネット 

 ワークが確立されており、緊急事態への対応、 

 徘徊捜索に威力を発揮する。 

◆高齢者生活支援隊 

 配食、オムツ配達、

福祉用具レンタル、 

 住宅改修、安否確

認など、高齢者の 

 衣食住に関する

サービスを提供。 

◆緊急事態には24時間、365日対応し、 

 入院へも即時対応が可能。 

 地域の医療機関との連携も確立され 

 ている。 

◆携帯電話、パソコン、I-Pad等ITを駆使 

 したネットワークが確立されており、緊急 

 事態への対応、徘徊捜索に威力を発揮 

 する。 

◆介護予防 

 

◆健康クラブ 

 （河崎・大崎・西福原） 

 

◆がいなみっく 

単独でも完結する 

地域包括ケア 



地域包括ケアチーム チームしんせい 

地域包括ケアシステム 

弓浜ホスピタウン 

米子ホスピタウン 

米子中央ホスピタウン 

平成２４年３月 



地域包括ケアチームカンファレンス  

ワンフロアーで多職種が情報交換 



真 誠 会 高 齢 者生 活 支 援 隊 



印
の
ゆ
り
か
ご 

真
誠
会
モ
デ
ル 



① イントラネット+クラウド 

② スマートフォン 

③ iPad 

④ Skype 

⑤ 衛星携帯電話 

⑥  You Tube（今後） 

 

情報共有     ICTの 駆 使 



ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 

委員会ページ 

行 政 2市8町村 

歯科医師会 

薬剤師会 

コズミックリンク 

http://renkeikyoten.main.jp/member.html


ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 

鳥取県西部在宅ケア研究会 

在宅医療連携拠点事業 

《全国》 

在宅医療連携拠点事業 

《中国ブロック》 

在宅医療連携拠点事業推進会議 

《鳥取県》 

メーリングリストによる情報の共有 

鳥取県西部医師会 

在宅医療推進委員会 



在宅医療連携拠点事業推進会議 西部医師会在宅医療推進委員会 

6月14日（36名） 
○在宅医療連携拠点事業説明 

○意見交換 

 

7月25日（27名） 

○在宅医療と在宅看取りに関する実態調
査報告書説明 

 ・開業医向けサポートについて 

 ・住民啓発について 

 

9月21日（36名） 
○「主・副主治医制」について 

○在宅医療連携拠点事業経過報告 

○保健医療計画（在宅医療）について 

6月28日（35名） 
事業概要説明 

課題抽出 

活動計画 

 

7月18日（33名） 
事業説明会報告 

 

9月4日（34名） 
在宅医療連携拠点事業の取り組み 

在宅医療連携拠点事業者意見交換会 

報告 

鳥取県難病相談・支援センター、鳥取県 

 難病医療連絡協議会の活動説明 

保健医療計画（在宅医療）の説明 

 

12月17日（33名） 

在宅医療連携拠点事業の取り組み 

多職種連携合同研修会について 

在宅医療連携拠点事業と医師会との連携 

ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 

結
婚 



              西部医師会 アンケート調査 

ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 



              西部医師会 アンケート調査 

調査月 平成24年4月 

対象者と内容 西部医師会会員の全診療所へ「在宅医療」並び
に「在宅診取り」への取り組み調査 

回収率 192件配布 有効回収126件 回収率 65.6% 

課題抽出 ①サポート医体制の構築 

②在宅医療のスキルアップ 

③住民啓発 

解決策 平成２５年度米子市、鳥取大学病院、西部医師
会、在宅医療連携拠点事業Cosmic Link協働に
て解決をはかる。 

ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 



調査月 平成24年9月 

対象者と内容 西部支部登録の訪問看護ステーションを対象。西部医
師会アンケート結果から「看取り」を主とした訪問看護ス
テーションとの連携が挙がったため、在宅医療連携拠
点事業Cosmic Linkと連名にて「看取り」に関する取り組
み調査を実施 

回収率 21ステーション配布 有効回収17ステーション 

回収率 81% 

課題 ①小規模ステーションの24時間対応負担感の軽減 

②医療機器管理・看護の習得 

③医師、訪問看護ステーションの麻薬管理 

④在宅困難時の入院体制 

解決策 平成２５年度の継続的テーマとして解決をはかる。 

訪問看護ステーション アンケート調査 

ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 



歯科医師会、薬剤師会の課題抽出 

西部歯科医
師会 

訪問歯科診療数と増やすなどの課題抽出を行っ
た。 

今後は、訪問歯科診療について多職種とも協議
を重ね、解決策を見出していく予定。 

鳥取県薬剤
師会西部支
部 

在宅介護委員会にて課題抽出を行った。 
 

課題：ケアマネジャーや訪問看護師との連携不足 
 

解決策： 

ケアマネジャーと薬剤師が同行訪問する。 

平成２５年度も継続テーマとして活動を行っていく
予定。在宅服薬指導の普及 

ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 



ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 

多職種連携研修会：ＫＪ法の導入 



多職種連携研修会 

テーマ「これからの在宅医療推進のための連携のあり方を考える」 

研修日 平成24年12月11日 

参加者 行政5名 医師2名 看護師10名 薬剤師3名 MSW8名 

介護支援専門員8名 社会福祉士3名  

介護福祉士12名 管理栄養士2名  

地域包括支援センター2名          合計55名 

内容 KJ法を使用したグループワーク 

課題 ①地域での人材育成、地域での仕組み作り、地域への拡がり 

②ICTを活用した情報共有 

③地域かかりつけ医への医師会の支援 

④行政の方向性の示唆 

⑤認知症かかりつけ医、サポーター医の育成         など 

ﾀｽｸ1 多職種連携の課題に対する解決策 



ﾀｽｸ2 在宅医療従事者の負担軽減の支援 

①地域からの急患の受入やターミナルケア患者の受入
を有床在宅支援診療所真誠会が担う。 

②在宅支援診療所のアクティビティをあげる。 

③在宅支援診療所の数を増やす。 

④地域支援病院、地域療養支援病院の 

 役割分担とリーダーシップへの期待 
  

⑤定期巡回随時対応型訪問介護看護 

 事業所が連携をはかる。 
 

⑥病院、診療所看護師の緩和ケア 

 や在宅療養のスキルアップを 

 はかる。 



ﾀｽｸ3 効率的な医療提供のための多職種連携 



ﾀｽｸ3 効率的な医療提供のための多職種連携 

業 

種 

別 



ﾀｽｸ3 効率的な医療提供のための多職種連携 



ﾀｽｸ3 効率的な医療提供のための多職種連携 

１．建 物 ２．スタッフ 

通所リハビリテーションゆうとぴあ 介護老人保健施設ゆうとぴあ 

３．コメント、特長記載欄 
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ﾀｽｸ3 効率的な医療提供のための多職種連携 

Cosmic Linkトップページへの 

アクセス件数 

医療連携ガイドへの 

アクセス件数 （件） （件） 

584 

1407 

1089 

852 

1184 

1675 

668 

462 
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※１度のアクセスで複数回医療連携ガイドを参照した 

  場合はその回数分カウントされています 



自作の連携ガイドの強み      
 

 ・適宜のガイドの機能の追加 
 

 ・1年に1度の更新  
 

 ・Web版と製本版    

ﾀｽｸ3 効率的な医療提供のための多職種連携 



ﾀｽｸ4 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 

テーマ 参加人数 

６月３０日  弓浜ゆうとぴあ家族会  

 「家族介護の在り方～家族の愛、家族の責任～」 

 

４０名 

７月２８日  地域介護教室 「目指せ１００歳」 「元気な百歳」 １５０名 

８月３０日  健康づくり講演会「脳と心の健康老人をめざして」 １５０名 

９月１６日  市民フォーラム 第３回認知症サミット鳥取 

 「認知症とともに地域（まち）で暮らすために」 

 

３５０名 

１０月２１日  地域公開講座 

 「終わりよければすべてよし ～最期は自宅で～」 

 

８０名 

１１月１８日  第８回弓浜助け合いネットワークの会 

 「こどもから大人まで みんなで見守る認知症」 

３００名 

 

２月２８日  鳥取県西部地区医療連携協議会 

 「患者さんと家族が主役の在宅医療を目指して」 



ﾀｽｸ4 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 

11月18日  

 第８回弓浜助け合いネットワークの会 
「こどもから大人まで みんなで見守る認知症」 



ﾀｽｸ4 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 

8月30日 健康づくり講演会 

「脳と心の健康老人をめざして」 



ﾀｽｸ4 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 
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ﾀｽｸ4 在宅医療に関する地域住民への普及啓発 
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ﾀｽｸ5 在宅医療に従事する人材育成 

地域リーダー伝達講習会 

11月27日 2市８町村の行政担当者への伝達講習開催 



地域リーダー伝達講習会 

12月17日 専門職（行政、医師、歯科医、薬剤師等）開催 

ﾀｽｸ5 在宅医療に従事する人材育成 



9月5日  介護支援専門員と薬剤師の連携 22名 

10月3日  24時間の生活を支える専門職のアセスメント 25名 

10月15日  認知症ケアの実際と今後の展望 139名 

11月7日  地域包括ケアシステムの構築を目指して 30名 

11月29日  被災者支援活動の経験と気づきから学ぶ 97名 

12月11日  多職種連携の拡大について考える 55名 

1月18日  「普通に食べる」それが一番難しい栄養ケアのあり方 

2月19日  災害時のケアマネジメントの視点を考える 

3月6日  人と人をつなぐ ヒューマンリレーションシップ 

多職種合同勉強会 

ﾀｽｸ5 在宅医療に従事する人材育成 



ﾀｽｸ6 復興枠 

津波避難訓練から得た福祉施設の可能性の検討 

平成２４年１０月 

１．災害ボランティアの派遣  

   ・法人全体で施設から25名は可能 
 

２．避難場所へ専門の多職種の派遣 

   ・法人全体で専門職を10名程度避難所へ派遣可能  

   

３．老人保健施設としての災害時受け入れ 

   ・要援護者を中心として150名受け入れ可能   

（詳細は午後の部で発表） 



訪問看護部門：連携の強化 

ま と め（1）  連 携 

歯科医師部門：訪問歯科診療 

薬剤師部門：訪問薬剤指導 

新 し い 動 き 



それぞれの目線の在宅医療 

拠
点
事
業
開
始
以
前 



同じ目線の在宅医療 

拠
点
事
業
開
始
後 
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れ 
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ら 

多職種協働 





ま と め （２）面展開 

〇在宅医療連携拠点事業にて、連携強化の必要性と認識が
地域へと拡がりをみせている 

〇今後、組織としては、医師会の支援のもと、米子市が発展
的な面への展開になりつつある 

〇真誠会が実践してきた地域包括ケアのゆりかごモデルが鳥
取県全体に発展することを望んでいる 

 

  

鳥取県モデル 
県西部モデル 

米子市モデル 

真誠会モデル 





孤立しがちな在宅医療 



ご近所パワー・助け合い・見守り 

官民一体の安心できる街づくり 



助け合いのまちづくり・まちおこし 

地域交流ワタ作りプロジェクト 地域交流ふる里祭り 



在宅医療連携拠点事業の先にあるもの 

「在宅医療連携拠点事業」は住民の

中に入り、住民参加型の連携拠点と

して助け合いのある街づくりをするこ

とによってこそ、いつまでも安心して

暮らせる街ができると信じている 

  



真誠会にとっての拠点事業 

連携拠点事業 

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 

連携拠点事業 

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 

１ 

２ 

ジャンピングボード 

Ｈ５年度 



在宅医療連携拠点事業に 

感 謝 

ご清聴ありがとうございました。 

勉強の機会をいただいた 





在宅医療連携拠点事業Cosmic Linkの基盤 

真誠会モデル  

 地域包括ケアチームでの活動、施設からの地域展開、定期

巡回随時対応型訪問介護看護事業の展開、訪問介護と訪問
看護とのコラボレーションなどの活動を行うことで、地域包括
ケアシステムの真誠会モデルを構築している。 

真誠会 

包括ケアチーム 

３拠点 

２４時間定期巡回 

随時対応型 

訪問介護看護 

NPO法人 

がいなネット 

グループ、 

他の関係機関 

行 政 




